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２．当該技術の概要（1,000字以内） 

超高齢社会を迎えた国内では加齢に伴う認知機能の低下や認知症は重大な社会課題と

なっている。認知症は発症後の治療方法が十分でないことから、日常生活を通じた予防

に関心が集まっている。我々は乳製品の摂取が認知症発症リスクを低減するという日本

人対象の疫学調査に着想を得て、栄養学的なソリューションを開発するため、様々な乳

製品を評価したところ、白カビで発酵させたカマンベールチーズがアルツハイマー病態

を抑制することを解明し、本学会で初めて報告した。その後、発酵乳製品に含まれる認

知機能改善成分のスクリーニングを行った結果、Trp-Tyr を共通配列とする認知機能改

善ペプチドを新たに発見し、特に活性の高い Gly-Thr-Trp-Tyr テトラペプチドをβラク

トリンとして同定した。βラクトリンは摂取後に速やかに体内に取り込まれて脳へ移行

し、脳内のモノアミン分解酵素の活性を阻害することでドーパミン量を増やし、認知機

能およびうつ様行動を改善することと、脳内ミクログリアの過剰な炎症反応を抑制する

ことでアルツハイマー病を予防することを非臨床試験で明らかとした。続いて、中高齢

者対象の臨床試験を繰り返し行い、βラクトリンの摂取が背外側前頭前野の機能に関与

する記憶想起機能や選択的注意機能を改善することを確認した。更に、βラクトリンが

ワーキングメモリー課題中の背外側前頭前野の脳血流量を増加すること、脳波を測定す

る臨床試験で注意機能に関わる脳神経細胞を活性化(P300振幅を増大)することを確認し

た。 

これらのエビデンスをもとにシステマティックレビューを行い、βラクトリンを機能

性関与成分とした記憶力および注意力の維持に役立つ機能性表示食品(清涼飲料、サプリ

メント、牛乳、ヨーグルト)を初めて上市した。一連の研究成果は 22 報の原著論文、15

報の総説や書籍に掲載されている。 
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